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本研究は，河川環境教育に参画して子供が採取した河川性底生動物に関するデータを収集し，確認され

た各分類群に関する事後アンケートを実施した．この結果に基づき，子供の底生動物に対する好感度を分

類群ごとに評価することを目的とした．この結果，子供の好感度は分類群により著しく異なり，体サイズ

が大きい分類群や一般的に認知度が高い分類群の好感度が高く，円筒形の体形を有する分類群や一般的に

認知度の低い分類群の好感度は低いことが明らかになった．さらに，女子より男子で好感度が平均して高

く，分類群の生態的特性が性別による好感度の差に影響していること，低学年の参加者ほど底生動物に対

する平均的な好感度が高いことが示された．以上の知見は河川環境教育の実施方法の発展に資する基礎的

な情報を提供するものと考えられた． 
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1. はじめに 

 

 人間は様々な物質的，非物質的な生態系サービスを河

川生態系から享受している 1)．河川生態系がもつ文化的

サービスの一つに河川空間におけるレクリエーション機

会の提供がある 2)．特に，将来的に社会を担う子供につ

いては，水遊び等による河川とのふれあいを通じて感受

性を育んだり，人間社会と自然の環境の関係について理

解を深めたりすることが期待される 3),4)．  

 子供は自然界の現象を観察することや，生物に触れ，

集めることを好むことが知られている 5),6)．河川におい

ては，小中学生でも容易に採取できる河川性底生動物

（水生昆虫，甲殻類，貝類等により構成される）を対象

とした環境教育が盛んに行われている 7)．このような河

川環境教育は，底生動物の生態のみならず，環境保全を

含む河川管理全般への興味を高める機会となることが期

待されている． 

 ただし，子供は全ての生物を好むわけではない．子供

は特定の分類群に対して強い興味や嫌悪感を持つ場合が

あることが，陸生無脊椎動物を対象とした既往研究によ

り報告されている 8),9)．数少ないながら、水生生物につ

いても子供による選好性に関して類似の報告がある 10)．

このような好感度の差は各分類群が有する形態や行動な

どの生態的特性に起因するものと考えられ，遭遇した子

供の河川性底生動物に対する反応を左右し，ひいては参

加した子供に対する環境教育全体の効果にも影響するも

のと予想される．しかし，子供の底生動物に対する好感

度を広範な分類群について定量的に検討した研究は見ら

れず，河川環境教育の現場では生物に対する好感度の観

点が取り入られていないのが現状である． 

 本研究は，愛媛県重信川で実施された計 14 回の河川

環境教育に参画して子供が採取した河川性底生動物に関

するデータを収集し，確認された各分類群に関する事後

アンケートを実施した．この結果に基づき，子供の底生

動物に対する好感度を分類群ごとに評価することを目的

とした．さらに子供の属性を要因とした解析を行うこと
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により，底生動物を対象とした河川環境教育の効果向上

に資する基礎的知見を得ることを目指した． 

 

 

2. 方法 

 

(1) 河川環境教育への参画と底生動物サンプルの収集 

 本研究は，愛媛県道後平野を流れる重信川にて実施さ

れた全国水生生物調査（以降，全水調とする）に参画し

てデータを収集した．全水調は環境省および国土交通省

が実施している市民参加型調査である．底生動物の出現

状況に基づく水質判定を主目的としており，マニュアル

により定められた手順により調査が実施されている

（https://water-pub.env.go.jp/water-pub/mizu-site/mizu/suisei/）．

全水調は小中学生に対する環境教育の機会として広く活

用されている．  

 2018-2020 年の 5-10 月に，子供が主体となって重信川

本川の計 4 地点にて実施された合計 14 回の全水調に参

画した（表-1）．各調査地の河口からの距離は，出合が

約 3.0 km，中川原が約 6.0 km，森松が約 9.4 km，拝志が

約 16.0 km である．全ての調査は国土交通省四国地方整

備局松山河川国道事務所が主催し，小学校 4年生から中

学校 1年生の児童・生徒に対する総合的な学習の時間の

授業として実施された（計 7校）．事務所関係者，小中

学校の教員に加え，著者らが専門家として調査に参加し，

調査区域の設定，事前説明，現地での安全管理，子供に

よる底生動物の採取・同定のサポート等を担当した． 

 子供による底生動物採取は 1-2 mm メッシュのたも網

や調理用のふるいを用いて実施された．40 分程度の調

査により集められた全個体を写真付きの資料と照合して

同定し，指標となる分類群の個体数から水質判定が行わ

れた．本研究では，集められた底生動物の全個体を調査

終了後に回収して 70%エタノールで固定し，実験室に持

ち帰って全個体の専門的な同定を行った．  

 

(2) アンケート調査 

 各調査機会において出現した底生動物に対する子供の

好感度を明らかにするために，参加した児童・生徒を対

象とした匿名のアンケート調査を実施した．底生動物の

専門的な同定を受けて，各調査実施日から 1週間以内に

用紙を配布した．アンケート用紙には各調査機会で確認

された全分類群について，代表的な個体の拡大カラー写

真および平均的な体サイズを示し，「何も思わない」，

「まあまあ捕まえたい」，「捕まえたい」，「とても捕

まえたい」の 4段階で回答を求めた（図-1）．著者らの

事前の観察から，子供が底生動物に対して嫌悪感を示す

例はほとんど認められなかったため，負の好感度を示す

選択肢（例えば，「捕まえたくない」）は設けなかった． 

 底生動物は，子供が現地にて一般的に識別可能な科レ

ベルに集約して示した（図-1）．ただし，種間の形態的

差異が大きいトンボ目とカニ類については種レベルの分

類精度を採用した．また，現地で科レベルの識別が困難

な分類群については上位の分類レベルを適用した（ヨコ

エビ目，ミミズ綱，ヒル綱）．好感度に関する性差を把

握するため，性別に関する設問も設けた． 

 回収したアンケートより，各分類群に対する子供の好

感度を算出した．4段階の回答にスコア（1 = 何も思わな

い，2 = まあまあ捕まえたい，3 = 捕まえたい，4 = とても

捕まえたい）を割り当てた．各分類群の平均的な好感度

を把握するために，各分類群に対する好感度スコアの全

調査機会を含めた平均値および標準偏差を算出した．  

 

(3) 統計解析 

 参加者属性による底生動物の好感度評価の差異を明ら

かにするために 2種類の解析を行った．各アンケート回

答者の全分類群に対する好感度スコアの平均値を応答変

数，性別を説明変数，調査実施年および調査地を変量効

果とした一般化線形混合モデル（Generalized linear mixed 

model，GLMM）による解析を行った． 各調査機会の好

表-1 本研究で対象とした環境教育の各機会の概要． 

男子 女子 合計

2018/5/30 出合 A小学校 小4 120 74 39 113

2018/7/17 拝志 B小学校 小5，6 32 15 17 32

2018/9/6 中川原 C中学校 中1 154 70 75 145

2018/9/7 森松 D小学校 小5 83 45 36 81

2018/9/27 中川原 E小学校 小5 70 35 35 70

2018/10/12 中川原 F小学校 小5 130 58 68 126

2019/6/12 出合 A小学校 小4 136 63 71 134

2019/7/12 中川原 C中学校 中1 167 70 79 149

2019/9/3 出合 G小学校 小5 80 44 33 77

2019/9/30 拝志 B小学校 小5，6 23 10 13 23

2019/10/18 中川原 E小学校 小5 66 30 35 65

2020/7/31 中川原 F小学校 小5 164 70 85 155

2020/9/9 中川原 C中学校 中1 148 73 75 148

2020/9/15 出合 G小学校 小5 107 46 55 101

調査日 調査地 学校
参加
学年

参加
者数

アンケート回答数

図-1 アンケート用紙の例（2019年C中学校，モノクロ版）． 
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感度スコアの平均値を応答変数，参加学年を説明変数と

した一般化線形モデル（Generalized linear model，GLM）

による回帰分析を実施した．この際，学年は小学生では

学年に従い 4-6，中学 1年生は 7とした．5年生と 6年生

が参加した調査機会には平均値の 5.5を割り当てた． 

 性別や学年以外にも調査実施年，調査地などは潜在的

に好感度スコアに影響する可能性もあるが，本研究のデ

ータセットでは欠損が多かったため（例えば，拝志地点

では B小学校のみが 2018年と 2019年に調査を行ってい

る），説明変数として採用せず変量効果として扱った．

全ての解析において応答変数の誤差構造は正規分布に従

うものとした．解析ソフトウェアはR 4.0.2を使用し 11)，

GLMMにはパッケージ lme4を用いた 12)． 

 

 

3. 結果 

 

(1) 底生動物に対する好感度スコアの概要 

 子供が主体となり実施した計 14 回の全国水生生物調

査により，計 65 分類群の底生動物が確認された．分類

群数は 2020年の C中学校による調査（中川原橋地点）

で最も多く（42分類群），2018年のF小学校および2019

年のC中学校による調査（いずれも中川原橋地点）で最

も少なかった（12 分類群）．各調査機会後に実施した

アンケート調査の結果，計 1,419 件の回答が得られた

（表-1）．全調査機会，全分類群を含めた回答者の好感

度スコアの平均値は 1.89だった． 

 好感度スコアには分類群間で大きな変異が見られた

（図-2）．全回答者を含めた好感度スコアの平均値が最

も大きかった分類群はモクズガニ（3.23，甲殻類）で，

続いてアカテガニ（3.11，甲殻類），ヌマエビ科（3.05，

甲殻類），テナガエビ科（2.98，甲殻類），シジミ科

（2.93，貝類），ヨコエビ目（2.59，甲殻類），ハグロ

トンボ（2.41，トンボ目），カイミジンコ目（2.38，甲

殻類），サカマキガイ科（2.34，貝類），リンゴガイ科

（2.30，貝類）の順だった（図-2）．一方，全回答者を

含めた好感度スコアの平均値が最も小さかった分類群は

フンバエ科（1.21，双翅目）で，続いてツトガ科（1.33，

鱗翅目），ミミズ綱（1.45），ミズアブ科（1.46，双翅

目），ヒメドロムシ科成虫（1.48，甲虫目），ガムシ科

幼虫（1.48，甲虫目），マユタテアカネ（1.54，トンボ

目），ユスリカ科（1.55，双翅目），カクツツトビケラ

科（1.55，トビケラ目），ホタル科幼虫（1.57，甲虫目）

の順だった（図-2）． 

 

(2) 性別による好感度スコアの比較 

 好感度スコアを応答変数とした GLMM による解析の

結果，性別の有意な効果が見られた（T = 13.83, P < 

0.001）．好感度スコアの平均値は男子が 2.04，女子が

1.75で 0.29の差があり，全調査機会において男子の方が

平均値が大きかった（図-3）．さらに，分類群ごとに男

子の好感度スコアの平均値から女子の好感度スコアの平

均値を減じた値を算出したところ，最も値が大きかった

（男子がより好んだ）分類群はギンヤンマ（差：0.78，

トンボ目）で，続いてハグロトンボ（0.65，トンボ目），

ヘビトンボ科（0.62，ヘビトンボ目），ヒゲナガカワト

ビケラ科（0.52，トビケラ目），シオカラトンボ（0.51，

トンボ目）の順だった．一方，リンゴガイ科（差：-0.11，

貝類），サカマキガイ科（-0.06，貝類）およびミズツボ

科（-0.03，貝類）は負の値を示し，女子の方が好感度ス

コアが大きかった．続いて値の小さな（男女差の小さい）

分類群はモノアラガイ科（0.01，貝類），シジミ科

（0.02，貝類）で，いずれも貝類だった． 

 

(3) 学年と好感度スコアとの関係 

 GLM による回帰分析の結果，好感度スコアと学年の

間には有意な負の関係が見られた（R2 = 0.370，P = 0.021，

図-4）．好感度スコアの平均値は高学年を対象とした調

モクズガニ
アカテガニ
ヌマエビ科

テナガエビ科
タイワンシジミ

ヨコエビ目
ハグロトンボ

カイミジンコ目
サカマキガイ科

リンゴガイ科
ギンヤンマ
ミズツボ科

モノアラガイ科
ヒメフタオカゲロウ科

カワカゲロウ科
アメンボ科

コカゲロウ科
モンカゲロウ科
シオカラトンボ

トビイロカゲロウ科
オナガサナエ

ヒメシロカゲロウ科
ヒラタカゲロウ科

ブユ科
マダラカゲロウ科

イトトンボ科
コオニヤンマ
ウチワヤンマ

ムネカクトビケラ科
チラカゲロウ科

ゲンゴロウ科成虫
ダビドサナエ

カワゲラ科
コヤマトンボ

ヘビトンボ
ヒメトビケラ科

ヒゲナガカワトビケラ科
ウスバキトンボ

オジロサナエ
ヒラタドロムシ科

アサヒナカワトンボ
ナガレトビケラ科

アシナガバエ科
シマトビケラ科

ミズムシ科
ヒラマキガイ科

ナベブタムシ
ヒゲナガトビケラ科
ヒメドロムシ科幼虫

ヒル綱
サンカクアタマウズムシ科

ガムシ科成虫
ゲンゴロウ科幼虫

ガガンボ科
ミズムシ科

ホタル科
カクツツトビケラ科

ユスリカ科
マユタテアカネ

ガムシ科幼虫
ヒメドロムシ科成虫

ミズアブ科
ミミズ綱
ツトガ科

フンバエ科

0 1 2 3 4

好感度スコア
図-2 各分類群の好感度スコア（平均 ± 標準偏差）． 
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査機会ほど小さく，小学 4年生では平均値が 2.2以上で

あったのに対し，中学 1年生では 1.9以下だった． 

 

 

4. 考察 

 

(1) 底生動物に対する好感度 

河川環境教育に参加した小中学校の児童・生徒を対象に

実施した事後アンケートの結果，子供の底生動物に対す

る好感度は分類群により著しく異なることが明らかにな

った．分類群ごとの好感度スコアの集計結果より，好感

度の高い分類群に共通して見られる特徴としては，体サ

イズが大きいこと（特に，甲殻類，トンボ目）と，一

般的に認知度が高いこと（甲殻類，貝類，トンボ目）

の 2点が考えられた．一方，好感度が低い分類群の特徴

としては，円筒形（イモムシ型）の体形を有すること

（双翅目，鱗翅目，ミミズ綱，トビケラ目，甲虫目幼

虫）と，一般的に認知度が低いこと（特に，双翅目）

の 2点が挙げられた．体サイズと体形については，大型

の生物に興味を持ち，ヒルなどの生物を忌避するとし

た既往研究の報告と部分的に合致する 8),10)．本研究の結

果は，広範な分類群を対象とすることにより，底生動

物の生態的特性が子供に対する好感度に影響すること

について，より一般性の高い知見を提供するものと考

えられる．認知度については，目崎ら（2017）が子供に

対して魅力度の高い底生動物の条件として想定してい

る 13)．これに対し本研究では，アンケート結果に基づ

き，分類群の好感度を高める要素としての認知度の重

要性を定量的に示すことができた． 

 

(2) 性別による好感度の違い  

 底生動物に対する好感度には子供の性別による明瞭な

差が見られた．女子よりも男子の方が好感度スコアの平

均値が一貫して大きかった．陸生昆虫を対象とした既往

のアンケート調査でも同様の男女差が見られていること

から 14)，小型の無脊椎動物に対しては一般的に男子の方

が好印象を持つ傾向があるものと推測された．さらに分

類群ごとのスコアの比較からは，男子は明瞭な脚を有し

動きの活発な大型の分類群（トンボ目，ヘビトンボ目，

トビケラ科）をより好む傾向があるのに対し，女子は脚

A小 B小 C中 D小 E小 F小 A小 C中 G小 B小 E小 F小 C中 G小

男子

女子

2018年 2019年 2020年

1.0

1.5

2.0

2.5
好

感
度

ス
コ

ア

図-3 各調査機会における男女別の好感度スコア（平均 ± 標準誤差）． 

1.50

1.75

2.00

2.25

2.50

好
感

度
ス

コ
ア

4 5 6 7

学年

R ² = 0.370
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図-4 参加者の学年と好感度スコアの関係． 
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が無く活動性の低い小型の貝類に比較的高い好感度を示

していた．遊磨ほか（1995）は，琵琶湖周辺で行ったア

ンケート調査により，女児は甲殻類を好まないことを示

している 10)．本研究は広範な底生動物の分類群を対象と

することで，性別による好感度の差に影響しうる一般的

な生態的特性として，各分類群の活動性と体サイズが重

要であることを示すことができた． 

 

(3) 学年による好感度の変化 

 回帰分析により，低学年の子供ほど底生動物に対する

好感度が高くなることが示された．この結果は，河川環

境教育における自然物の採取は，青年期よりも児童期に

おいて適していることを整理した既往研究と整合する 7)．

本研究では小学 4年生から中学 1年生という比較的狭い

期間を対象としていることから，成長にともなう底生動

物採取への好感度は短い期間に変化することを示唆して

いるものと考えられる．  

  

(4) まとめ 

 本研究は，子供の河川性底生動物に対する好感度に関

するデータをアンケート調査により取得し，参加者属性

の影響を把握することができた．子供を対象とした河川

環境教育の現場では底生動物の採取が広く取り入れられ

ているにもかかわらず，子供の反応をアンケートにより

調査し，生態学的な視点を取り入れて検討した研究は見

られなかった．よって本研究は，河川環境教育の実施方

法の発展に資する基礎的な知見を新たに提供するものと

考えられた． 

 本研究の成果からは，例えば，参加者属性に応じて好

感度の高い分類群が多く生息する場所へ誘導することに

より，河川環境教育の効果を高められる可能性が考えら

れる．また，より低学年から底生動物採取を取り入れた

河川環境教育を実施することも効果的かも知れない．た

だし，本研究の知見は限られた事例から得られた先駆的

なものである点には注意が必要である．本研究で考慮で

きなかった調査実施地点の環境特性などは，参加者の底

生動物に対する好感度のみならず，環境教育全体に対す

る印象にも影響する要因となり得る．また，調査に参加

する子供の属性や底生動物の生態的特性により好感度が

異なる原因について理解を深める必要もあるだろう．よ

って今後は，数多く行われている子供による底生動物調

査の機会を生かし，生態学的な視点を取り入れた評価結

果を蓄積することにより，河川環境教育の効果向上を図

ることが望ましいものと考えられる．  
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EVALUATION OF THE FAVORABILITY OF INVERTEBRATES TO CHILDREN 

BY QUESTIONNAIRE AFTER RIVER ENVIRONMENTAL EDUCATION 

 

Yo MIYAKE, Fumitaka MESAKI, Risa OGASAWARA, Ayumi MATSUURA 

and Nobuhiko MATSUMURA 

 
This study obtained data on stream invertebrates collected by school children in river environmental 

education and conducted a post-questionnaire survey to determine the favorability of invertebrate taxa to 

children. As a result, the favorability toward children markedly varied by invertebrate taxa, with taxa with 

larger body size and high general recognition having higher favorability, and those with cylindrical body 

shapes and low general recognition having lower favorability. In addition, the ecological characteristics of 

the taxa affected the difference in favorability by gender, with male on average showing higher favorability 

than female, and the average favorability decreased in the upper grades. These findings are considered to 

provide basic knowledge that will contribute to the development of river environmental education for 

school children. 
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